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五
月
十
七
日
（
土
）

安
間
大
哲
さ
ん

本山(西本願寺)へ　〜住職補任式〜本山(西本願寺)へ　〜住職補任式〜本山(西本願寺)へ　〜住職補任式〜
　
昨
年
二
月
に
、
受
法
寺
門
徒
総

代
の
森
澤
秀
太
郎
さ
ん
と
共
に
、

京
都
の
西
本
願
寺
に
て
開
催
さ
れ

た
「
住
職
補
任
式
」
を
受
式
し
て

参
り
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
新
住
職
が
約
五
十
名
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
自
分
の

様
な
若
い
住
職
は
少
な
か
っ
た
様

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、、
御

門
主
様
よ
り
、「
受
法
寺 

住
職

横
山
慧
光
」
と
お
呼
び
い
た
だ
い

た
時
に
は
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
受

法
寺
を
支
え
る
住
職
に
な
っ
た
と

心
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

広
島
県
勝
願
寺
へ

広
島
県
勝
願
寺
へ

昨
年
十
月
に
、
広
島
県
福
山
市
の
勝
願
寺
の
報
恩

講
に
お
聴
聞
に
行
き
ま
し
た
。

　
勝
願
寺
の
副
住
職
は
、
龍
会
大
学
の
同
級
生

で
、
苗
字
が
「
足
利
」
と
言
い
ま
す
。
家
系
が
武

家
の
足
利
氏
の
末
裔
と
知
ら
さ
れ
た
時
は
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
勝
願
寺
は
、
龍
谷
大
学
の
元
学
長
を

二
人
、
京
都
女
子
大
学
の
創
設
者
を
輩
出
し
た
由

緒
あ
る
お
寺
で
す
。
さ
ら
に
、
教
学
の
研
鑚
を
き

わ
め
た
学
僧
に
与
え
ら
れ
る
学
階
の
最
高
位
で
あ

る
「
勧
学
」
が
生
ま
れ
た
お
寺
で
も
あ
り
、
ど
ん

な
立
派
な
報
恩
講
を
お
勤
め
す
る
の
だ
ろ
う
と
、

緊
張
し
な
が
ら
広
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
お
寺

に
到
着
し
て
、
本
堂
に
入
り
ま
す
と
、
お
聴
聞

に
来
ら
れ
て
い
る
方
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
正
信
偈
を
大
勢
の
方
と
一
緒
に
お
勤
め
し

ま
し
た
。

　
勝
願
寺
へ
お
聴
聞
に
行
き
、
改
め
て
受
法
寺

で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
ご
門

徒
の
皆
様
と
の
関
係
性
を
築
き
、
お
寺
の
護
持

発
展
に
勤
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
ば
か
り

で
し
た
。

お
寺
に
も
、
お
掃
除
や
お
聴
聞
に
と
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
り
、
ま
た
ご
法
事
で
も
親
し
み
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
宿
泊
先
近
く
の
食
事
処
で
お

酒
を
交
わ
し
、
た
わ
い
の
な
い
お
話
で
楽
し
い

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
受
法
寺
は
、
古
き
良
き
時
代
の

様
に
、
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
て
、
住

職
と
も
気
安
く
話
を
し
な
が
ら
、
ご
門
徒
の
皆

さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ
け
る
お
寺
に
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
お
力
添
え

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
総
代
さ
ん
の
森
澤
家
は
、
ご
先

祖
様
代
々
よ
り
受
法
寺
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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西本願寺にて

勝願寺にて



法座 

〜お気軽にお越しください〜

5/17(土)昼2時〜
お勤めの後、ご法話
10/18(土)昼2時〜
お勤めの後、ご法話

発行所　龍頭山 受法寺
〒781-0262 高知県高知市浦戸343
088-841-3870

https://juhouji.com

受法寺の歴史や、新しい情

報も発信しております！

皆さまのアクセスをお待ち

しております。

受法寺報

永代経法要

安間大哲さん　山口県 萬行寺 副住職

報恩講法要

そうじの日

令和7年
 5/14　6/11　7/9　8/13　9/10
 10/8　11/12　12/10
 12/24
（年末は、お弁当をご用意致します）
令和8年
 2/11　3/11　4/8

第2水曜日、朝10時〜 

お掃除の後に、お茶とお菓子をいただきながら楽
しく語り合っています。
皆さまのご参加をお待ちしております。

納 骨 堂 冥 加 金

住職よりごあいさつ

個別納骨 　　　　 　　　　　　　20万円
共同納骨1体　　　　　　　　　　10万円

※別途寺護持費(年間6000円〜)のご負担をお願いしてお
ります。
その他、永代経(永代供養)やお墓終いなどもご相談下さ
い。宗旨・宗派は不問です。

令和7(2025)年4月1日

家族納骨　　　　　　　　35万円〜60万円

※区画により冥加金が違います

近頃、お米や野菜、お花やガソリンなど色々な物
が物価高になって、他にも社会問題が深刻になり
社会が大きく変化しております。
お寺の置かれ ている環境も変わっていく中におい
ても、決し て変わらないものが「み教え」です。
それを後世に 伝えていく場がお寺であるというこ
とを忘れずにい たいと思います。 
昨年度は、ホーミーの演奏や雅楽の演奏、親しみ
やすいご法話をご法座を通じて、ご門徒の皆さま
にお届けし、やさしい布教活動として実践するこ
とができました。まだまだ、たくさんの方がお寺
に気軽に来ていただく為には改善が必要ですが、
今後も継続 してまいります。 

お掃除の日の出来事

受法寺では2月から12月まで、毎月第二水曜日
の朝10時からご門徒有志の皆さまが、お寺の
清掃奉仕をしてくださっています。
寒い冬の日も、暑さが厳しい夏の日も、それは
ご丁寧に隅々まできれいにしてくださり、感謝
の思いに頭が下がります。
そして12月末には、年内最後のお掃除とささ
やかなお食事会をもって1年を締めくくってお
ります。今年は、ちょうどお誕生日を迎えられ
たご門徒さまがいらっしゃったので、皆さんで
お祝いすることが出来ました。
思いがけないサプライズに
大変喜んでおられました。
皆さんの素敵な笑顔で1年
を締めくくることが出来
て本当に嬉しいことでした。

7/19(土)昼2時〜
お勤めの後、ネット法話

盆会

9/20(土)昼2時〜
お勤めの後、ネット法話

彼岸会

-２-


